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１ 計画策定の意義

現在の便利で豊かな生活は、大量生産、大量消費、大量廃棄のうえに成り立ってきた。

しかし、その社会経済システムは、地球環境に少なくない負荷を与えており、真に循環型

社会を形成していくためにはこれまでのライフスタイルを見直し、社会を構成する主体がそ

れぞれの立場でその役割を認識し、履行していくことが重要である。

現在、徳之島愛ランド広域連合の最終処分場は令和１６年度中に満杯になる見込となっており、

延命化を図るため、これまで以上にごみの減量化・資源化に取り組む必要がある。

本計画はそのような状況のなか、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する

法律（以下「法」という）第 8条に基づいて一般廃棄物の大宗を占める容器包装廃棄物を分別
収集し、本町における容器包装廃棄物の４Ｒ（リフューズ、リデュース、リユース、リサイクル）

を推進し、最終処分量の削減を図る目的で、町民、事業者、行政それぞれの役割や具体的な推進

方策を明らかにし、これを公表することにより、すべての関係者が一体となって取り組むべき方針

を示すものである。

本計画の推進により、廃棄物の減量や最終処分場の延命化、資源の有効利用が図られ、循環型

社会の形成を目指すものである。

－１－



２ 基本的方向

２－１ 基本的方向

本計画を実施するに当たって基本的方向を以下に示す。

① ごみの減量・資源化によるサーキュラーエコノミー（循環経済）への移行

② SDGs「12 つくる責任 使う責任」の達成のための各主体の取り組みの推進

２－２ 役割分担

本計画における各主体の基本的な役割分担は以下のとおりとする。

町 民：ごみの分別の徹底、プラスチックごみの排出抑制

事 業 者：事業活動に伴って生じた廃棄物の減量化・再生利用・適正処理

町（行政）：分別収集計画の策定、４R（リフューズ、リデュース、リユース、
リサイクル）の推進

広域連合：選別・保管

３ 計画期間

本計画の計画期間は令和８年４月を始期とする５年間とし、３年ごとに改定する。

４ 対象品目

本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器

（無色、茶色、その他）、飲料用紙製容器、段ボール、ペットボトル、プラスチック製

容器包装(発泡スチロール及び白色トレイ)を対象とする。

５ 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み

（法第 8条第 2項第 1号）

６ 容器包装廃棄物の排出の抑制のための方策に関する事項

(法第 8条第 2項第 2号)
容器包装廃棄物の排出抑制のため、以下の方策を実施する。なお、実施に当たって

は、町民、事業者、行政がそれぞれの立場から役割を分担し、相互に協力・連携を図る。

□ ごみ分別ルールの周知徹底を図る。

□ マイバッグやマイボトルの利用によるプラスチックごみの排出抑制を図る。

□ 行政や民間団体が実施する環境活動に積極的に参加する。

□ 事業者におけるごみの排出抑制を前提とした製品の提供。

□ ごみ減量・リサイクルに関して町民・事業者・町（行政）が意識を統一する。

□ 広域連合との調整を密にし、新たな分別品目の検討・見直しを図る。

－２－

８年度 ９年度 １０年度 １１年度 １２年度

容器包装廃棄物 142.9.ｔ 140.9ｔ 139.0ｔ 137.0ｔ 135.2ｔ



７ 分別収集をするものとした容器包装物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係る

分別の区分（法第８条第２項第３号）

収集体制、分別区分、処理施設の状況、町民の協力度及び地域の特性等を総合的に

勘案し、各主体が分別収集する容器包装廃棄物の種類及び収集に係る分別の区分を以

下に定める。

－３－

分別収集をする容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分

主としてスチール製の容器

主としてアルミ製の容器
缶

主として 無色のガラス製容器

ガラス製の 茶色のガラス製容器

容器 その他のガラス製容器

ガラスびん

主として紙製の容器であって飲料を充てんするための

もの（原材料としてアルミニウムが利用されているも

のを除く。）

飲料用紙パック

主として段ボール製の容器 段ボール

主としてポリエチレンテレフタレート（PET）製の容
器であって飲料、しょうゆ等を充てんするためのもの

ペットボトル

主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外

のもの

白色の発砲スチロール製食品ト

レイ（以下「白色トレイ」と表記）



８ 各年度において得られる分別基準適合別の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装

リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み

（法第８条第２項第４号）

－４－

令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

主としてスチール製の

容器
22.7ｔ 22.4ｔ 22.1ｔ 21.8ｔ 21.5ｔ

主としてアルミ製の容器 19.9ｔ 19.6ｔ 19.3ｔ 19.0ｔ 18.8ｔ

無色のガラス製容器

（合計）

4.1ｔ
（合計）

4.0ｔ
（合計）

4.0ｔ
（合計）

3.9ｔ
（合計）

3.9ｔ
（引渡量）

4.1t

（独自処理量）

0ｔ
（引渡量）

4.0t

（独自処理量）

0ｔ
（引渡量）

4.0t

（独自処理量）

0ｔ
（引渡量）

3.9t

（独自処理量）

0ｔ
（引渡量）

3.9t

（独自処理量）

0ｔ

茶色のガラス製容器

（合計）

11.3ｔ
（合計）

11.1ｔ
（合計）

11.0ｔ
（合計）

10.8ｔ
（合計）

10.7ｔ
（引渡量）

11.3t

（独自処理量）

0ｔ
（引渡量）

11.1t

（独自処理量）

0ｔ
（引渡量）

11.0t

（独自処理量）

0ｔ
（引渡量）

10.8t

（独自処理量）

0ｔ
（引渡量）

10.7t

（独自処理量）

0ｔ

その他のガラス製容器

（合計）

10.5ｔ
（合計）

10.4ｔ
（合計）

10.2ｔ
（合計）

10.1ｔ
（合計）

9.9ｔ
（引渡量）

10.5t

（独自処理量）

0ｔ
（引渡量）

10.4t

（独自処理量）

0ｔ
（引渡量）

10.2

（独自処理量）

0ｔ
（引渡量）

10.1t

（独自処理量）

0ｔ
（引渡量）

9.9t

（独自処理量）

0ｔ
主として紙製の容器であって飲

料を充てんするためのもの（原材

料としてアルミニウムが利用さ

れているものを除く。）

1ｔ 1ｔ 1ｔ 1ｔ 1ｔ

主として段ボール製の

容器
58.1ｔ 57.3ｔ 56.5ｔ 55.7ｔ 54.9ｔ

主としてポリエチレンテ

レフタレート（PET）製

の容器であって飲料又は

しょうゆを充てんするた

めのもの

（合計）

15.3ｔ
（合計）

15.1ｔ
（合計）

14.9ｔ
（合計）

14.7ｔ
（合計）

14.5ｔ

（引渡量）

0t

（独自処理量）

15.3t

（引渡量）

0t

（独自処理量）

15.1t

（引渡量）

0t

（独自処理量）

14.9t

（引渡量）

0t

（独自処理量）

14.7t

（引渡量）

t

（独自処理量）

14.5ｔ

主としてプラスチック製

の容器包装であって上記

以外のもの

（合計）

0ｔ
（合計）

0ｔ
（合計）

0ｔ
（合計）

0ｔ
（合計）

0ｔ

（引渡量）

0t

（独自処理量）

0t
（引渡量）

0t

（独自処理量）

0t
（引渡量）

0t

（独自処理量）

0t
（引渡量）

0t

（独自処理量）

0t
（引渡量）

0t

（独自処理量）

0t

（うち白

色トレイ）

（合計）

0ｔ
（合計）

0ｔ
（合計）

0ｔ
（合計）

0ｔ
（合計）

0ｔ
（引渡量）

0t

（独自処理量）

0t
（引渡量）

0t

（独自処理量）

0t
（引渡量）

0t

（独自処理量）

0t
（引渡量）

0t

（独自処理量）

0t
（引渡量）

0t

（独自処理量）

0t



９ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装

リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法

１０ 分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号）

資源物として下表に示す容器包装廃棄物を収集する。分別収集は、現行の収集体制

（町による定期収集）を活用する。

－５－

（令和６年度の収集実績）×（直近の人口変動率）

令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１度 令和１２年度

5,327 人
（対前年度比）

98.6 ％

5,250人
（対前年度比）

98.6 ％

5,175 人

（対前年度比）

98.6 ％

5,100 人

（対前年度比）

98.6 ％

5,027 人

（対前年度比）

98.6 ％

容器包装廃棄物の種類
収集に係る

分別の区分
収集・運搬 選別・保管等

缶

アルミ

缶 町の資源ごみ収集 広域連合

スチール

びん

無色ガラス

ガラスびん 町の資源ごみ収集 広域連合茶ガラス

その他ガラス

紙

紙パック 飲料用紙パック

町の資源ごみ収集

小売店舗による拠点回

収

広域連合

段ボール 段ボール

町の資源ごみ収集

小売店舗による拠点回

収

広域連合

プラスチック

ペットボトル ペットボトル

町の資源ごみ収集 広域連合
その他のプラ

スチック
白色トレイ



１１ 分別収集の用に供する施設の整備に関する事項(法第 8条第 2項第 6号)
平成１５年４月より広域連合による徳之島愛ランドクリーンセンターが稼動しており

収集・運搬された資源ごみは、同施設内において選別・圧縮形成し、保管される。

分別収集の用に供する施設整備計画の例

１２ その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項

容器包装廃棄物の分別収集を円滑かつ効率的に進め、市町村分別収集計画を実行あるもの

とするため、町民や事業者、行政からの委員で構成された天城町清掃事業審議会を活用し、

町民や事業者の意見、要望を反映させる体制を整備する。

－６－

分別収集する容器

包装廃棄分の種類

収集に係る

分別の区分 収集容器 収集車 中間処理

スチール製容器 缶 袋 ２ｔダンプ車

リサイクル

プラザ

（選別・圧縮

施設）

アルミ製容器

無色のガラス製

容器

ガラスびん 同上 同上無色のガラス製

容器

その他の

ガラス製容器

飲料用紙製容器 飲料用紙パック 同上 同上

ストック

ヤード

段ボール 段ボール 縛る 同上

ペットボトル ペットボトル 袋 同上

その他のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

製容器包装 白色トレイ 同上 同上


